
　
旧
神
岡
鉱
山
前
駅
で
行
わ
れ
た

出
発
式
で
は
、
都
竹
市
長
ら
か
ら
運

転
士
へ
ハ
ン
ド
ル
な
ど
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。ふ
る
さ
と
こ
ど
も
大
使
に

よ
る
「
こ
ど
も
駅
長
」
が
出
発
進
行

の
合
図
を
行
い
、
お
く
ひ
だ
１
号
は

ゆ
っ
く
り
と
出
発
。大
き
な
汽
笛
が

神
岡
町
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。途
中

の
旧
神
岡
大
橋
駅
で
廃
線
の
年
に

生
ま
れ
た
神
岡
小
学
校
４
年
生
を

乗
せ
て
、
旧
奥
飛
騨
温
泉
口
駅
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　
お
く
ひ
だ
１
号
が
旧
奥
飛
騨
温

泉
口
駅
に
姿
を
見
せ
る
と
、
待
ち
受

け
た
多
く
の
住
民
ら
か
ら
「
お
か
え

り
な
さ
い
！
」
な
ど
と
大
き
な
歓
声

や
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。ホ
ー
ム

で
神
岡
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

神
岡
鉄
道
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
手
づ

く
り
の
汽
車
に
揺
ら
れ
て
」
が
演
奏

さ
れ
る
中
、
お
く
ひ
だ
１
号
が
旧
奥

飛
騨
温
泉
口
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
当
イ
ベ
ン
ト
の
鈴
木
実
行
委
員

長
は
「
10
年
ぶ
り
に
神
岡
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
お
く
ひ
だ
１
号
が

帰
っ
て
き
ま
し
た
。レ
ー
ル
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
事
業
と
合
わ
せ
て
、
さ

ら
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。開
催
に
あ
た
り
、

協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
都
竹
市
長
は
、「
お
く
ひ
だ
１
号

が
10
年
ぶ
り
に
走
る
姿
や
汽
笛
の

音
は
神
岡
町
民
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
方
に
勇
気
と
活
力
を
与
え
る
も

の
と
思
い
ま
す
。神
岡
が
全
国
的
に

広
が
る
廃
線
の
利
活
用
の
先
進
地

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

都竹市長から運転士へハンドルが手渡されました

出発進行の合図を行うこども駅長

運転席からの線路を望む

　
〝
ロ
ス
ト
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
〞
の
実
行
委
員
会
（
市
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
は
、
市
の
大
切
な
資
源
で

あ
る
旧
神
岡
鉄
道
の
財
産
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
廃
線
利
活
用

の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信
し
よ

う
と
、
4
月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）

に
神
岡
町
で
「
ロ
ス
ト
ラ
イ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル in 

神
岡
」を
行
い
ま
し

た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
旧
神
岡
鉱
山
前

駅
の
車
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
旧

神
岡
鉄
道
の
客
車
「
お
く
ひ
だ
１
号

」
が
廃
線
以
来
10
年
ぶ
り
に
走
行

し
、
終
点
の
旧
奥
飛
騨
温
泉
口
駅
ま

で
の
約
３
㌔
を
ゆ
っ
く
り
と
走
り

抜
け
ま
し
た
。そ
の
姿
を
一
目
見
よ

う
と
旧
駅
構
内
や
沿
線
に
は
市
民

や
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
約
５
０
０
０

人
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

２

おかえりなさい！
おくひだ１号



　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
廃
線
の
利
活

用
に
つ
い
て
全
国
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
連
携
し
よ
う

と
、
日
本
ロ
ス
ト
ラ
イ
ン
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
に
先
立
ち
、
鉄
道

フ
ァ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
石
破
茂

衆
議
院
議
員
に
よ
る
基
調
講
演

「
地
域
資
源
の
活
用
と
地
方
創
生

〜
廃
線
利
活
用
の
可
能
性
〜
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
全
国
に
は
廃

線
が
多
く
あ
り
、
ど
の
地
域
も
マ

イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、

大
切
な
地
域
資
源
と
し
て
利
活
用

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
真
ん
中
と

も
い
え
る
飛
騨
市
で
地
域
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
非
常
に
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
ロ
ス
ト

ラ
イ
ン
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
廃

線
利
活
用
と
い
う
分
野
に
大
き
な

期
待
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源

の
活
用
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。

飛
騨
市
の
宝
が
皆
様
の
誇
り
と
地

域
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
設
立
総
会
は
同
町
の
船
津
座
で

行
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
宮
崎
県
ま

で
全
国
の
廃
線
利
活
用
団
体
が
集

い
ま
し
た
。
会
長
に
は
同
法
人
の

鈴
木
理
事
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
廃
線
を
利
活
用
す
る
た

め
、
全
国
的
な
機
運
を
高
め
、
情

報
交
換
・
発
信
、
連
携
を
進
め
て

い
く
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
よ
う
に
廃
線
を
利
活
用

す
る
団
体
を
さ
ら
に
全
国
か
ら
募

集
す
る
こ
と
も
合
意
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
に
は
、
事
例
発
表
会

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
や
今
後
の
展
望
・
目
標
を
共
有

し
ま
し
た
。

　
発
表
会
の
後
に
は
、
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
交
流

を
深
め
、
利
活
用
に
向
け
て
の
気

持
ち
を
一
層
強
く
し
ま
し
た
。

市内の情報を織り交ぜながら講演する石破氏

沿道には多くのファンが集まりました

たくさんの方に見守られながら帰還するおくひだ１号

参加した利活用団体の皆さんとの集合写真

有限会社かんや様が創業80周年記念として、市営バス「かみおか循
環乗合タクシー」を、「おくひだ号」風にラッピングしていただきました

３ 2017年５月号

題
ろいろい

話のちま

18

半年ぶりに鯉が瀬戸川へ
４月２日（日）　古川町　瀬戸川

春の風物詩「鯉の引っ越し」

入退団式の様子

飛騨市消防団が入退団式
４月２日（日）　文化交流センター

地域防災の要として新たに36人が入団

　飛騨市消防団の入退団式が行われ、市内の団員など約
350人が出席しました。
　今年度の退団者は32人、入団者は36人で、団員数は基本
団員と災害支援団員合わせて859人となりました。
　式では入団者を代表して古川方面隊第３分団１部の草壁
俊也さんが蒲義博団長から辞令を受け取り、同分団３部の
種村義樹さんが「規則を遵守し、忠実に消防の任務を遂行
することを誓います」と宣誓しました。
　蒲団長は「誇りと強い意志を持ち、日々の訓練や活動を
行って欲しい」と訓示しました。

たも網で鯉を放流する参加者

　古川の春の風物詩「瀬戸川の鯉の引っ越し」作業が瀬戸川
周辺で行われ、元気に泳ぐ鯉の姿が帰ってきました。
　この引っ越し作業は、前年の11月に越冬のため増島城跡の
天神池へ移した鯉を瀬戸川に戻す毎年恒例の作業で、地域
のボランティアや観光協会職員ら22人が参加しました。
　天神池から軽トラックで瀬戸川に運ばれた鯉は、たも網で
瀬戸川へ放流されると、半年ぶりに戻った清流で気持ちよさ
そうに泳いでいました。
　鯉は大小約1000匹が放流され、11月まで皆さんに楽しん
でいただけます。

市民と市長の意見交換会
４月13日（木）　河合町公民館

河合会場に約80人が参加

市政について説明する都竹市長

　市民と市長の意見交換会が河合町公民館で行われ、地域
住民約 80名が参加しました。
　会では、まず都竹市長が市の取り組みなどについて説明し
た後に、質疑応答が行われました。来場者からは危機管理に
ついてやインターネット環境について、聖地巡礼者への対応
についてなど、幅広い話題について意見を交換しました。
　今年度は市政報告会も兼ねて、順次市内で意見交換会を
開催する予定です。

市長から委嘱状を受け取る中富さん

新たな地域おこし協力隊員を委嘱
４月４日（火）　市長室

広葉樹や薬草の魅力を発信

　市では、新たな地域おこし協力隊員として、中富康子さん
に委嘱状を交付しました。これで市内の協力隊員は４人とな
ります（４月４日現在）。
　広島県出身でウェディングプランナーとして働いていた中
富さんは自然や旅が好きで、趣味で植物療法や薬草などを
勉強していました。中富さんは農林部林業振興課に配属さ
れ、広葉樹や薬草等を活用した地域振興に取り組みます。
　中富さんは「市の広葉樹や薬草などの魅力をどんどん外に
発信してきたい。そして、人と人とをつなぐ架け橋になれれば
嬉しい」と話しました。


